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2014年診断症例の集計

₁ ．登録と同一腫瘍判定
（ ₁ ）登録対象
　広島県内の医療機関において、病理診断され、国際疾病分類腫瘍学第 ₃ 版（ICD-O-₃）で
定義されている腫瘍および広島県腫瘍登録で独自に登録している腫瘍₁ 。腫瘍の性状は問わな
い。

（ ₂ ）同一腫瘍の判定（代表診）
　同一人物の同一腫瘍について、複数の届出（生検・手術、多発）があった場合は、広島県
腫瘍登録における重複登録の整理基準 ₁ に則り、病理医が同一腫瘍かどうかを判定し、またそ
の代表的な診断名を決定している。必要があれば、病理診断依頼箋および診断書の確認、標
本の検鏡を行い、同一腫瘍かを判定する。

₂ ．集計対象と集計方法
（ ₁ ）集計対象
　広島県内の医療機関において、腫瘍として病理診断され、広島県腫瘍登録に₂₀₁₄年に新規
に登録された原発性腫瘍。

（ ₂ ）集計方法
　₂₀₁₄年に新規に登録された症例について、性状、性、部位、二次保健医療圏別に登録数、
登録割合、年齢調整登録率（以下、登録率という）を集計した。腫瘍の部位は、良性腫瘍は
ICD-O-₃局在別、悪性腫瘍は死亡統計と比較可能性を考慮し、国際疾病分類第₁₀版（ICD₁₀）
に変換して集計した。性状不詳、上皮内がんは悪性腫瘍に含めた。採取部位が転移腫瘍で
あった腫瘍は、当該腫瘍の原発部位に基づいて集計し、採取部位が原発腫瘍か転移腫瘍か診
断が不明であった腫瘍は、原発部位不明として集計した。性状が、悪性か否か診断がつかず、
悪性疑いとして登録された症例（疑診症例）は、解析対象から除外した。集計対象の診断時
住所は問わないが、二次保健医療圏別の解析では、広島県外住所および住所不明の症例は除
外した。
　登録率（人口₁₀万対）の算出には、（公財）放射線影響研究所で昭和₅₀年（₁₉₇₅）～平成₂₂
年（₂₀₁₀）の ₅ 年ごとの国勢調査人口（総人口）を用いて、二次保健医療圏別に性別、同一
年齢階級において外挿して求めた人口を用いた。年齢不詳人口については考慮していない。
年齢調整には₁₉₈₅年日本モデル人口を用いた。
　登録精度の指標として二次保健医療圏別に I/M（Incidence/Mortality）比を算出した。I/

M 比は罹患数を死亡数で除したものであり、地域がん登録（臨床登録）において登録精度
（カバー率）の指標として用いられる。ここでは、罹患数を広島県腫瘍登録の登録数に置きか
えて、「登録数／死亡数比」を I/M 比として考え、参考値として算出した。国立がん研究セ
ンターが報告している MCIJ₂₀₁₃（Monitoring of Cancer Incidence in Japan）では、登録精度
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管理の指標として ₂ 段階の精度基準を設定しており、より高精度の精度基準 A では I/M 比が
₂.₀以上、従来の精度基準 B では₁.₅以上としている₂ 。

₃ ．結果
（ ₁ ）良性腫瘍の部位別登録数と登録割合
　男性の良性腫瘍の登録数は₇,₆₈₇例であり、その中で最も多かったのは結腸₄,₉₀₇例（₆₃.₈％）
で、次いで結合組織・軟部組織₅₃₀例（₆.₉％）、皮膚₅₂₇例（₆.₉％）、直腸₅₀₁例（₆.₅％）、胃
₄₇₇例（₆.₂％）であり、結腸と直腸で良性腫瘍の₇₀.₄％を占めていた。（図 ₁ - ₁ 、表 ₁ - ₁ ）
　女性の良性腫瘍の登録数は₈,₅₄₁例であり、その中で最も多かったのは結腸₂,₉₉₄例（₃₅.₁％）
で、次いで子宮体部₁,₄₉₅例（₁₇.₅％）、皮膚₈₈₄例（₁₀.₄％）、卵巣₇₄₆例（₈.₇％）、結合組織・
軟部組織₅₂₆例（₆.₂％）であった。直腸は₃₁₆例（₃.₇％）であり、結腸と直腸で良性腫瘍の
₃₈.₈％を占めていた。（図 ₁ - ₂ 、表 ₁ - ₂ ）

（ ₂ ）悪性腫瘍の部位別登録数と登録割合
　男性の悪性腫瘍の登録数は₁₂,₂₂₀例であり、その中で最も多かったのは胃₂,₂₄₉例（₁₈.₄％）
であり、次いで結腸₁,₉₂₉例（₁₅.₈％）、前立腺₁,₇₄₈例（₁₄.₃％）、肺₁,₂₀₉例（₉.₉％）、直腸₉₄₃
例（₇.₇％）であった。結腸と直腸を合わせた大腸がんの登録数は₂,₈₇₂例（₂₃.₅％）で、胃よ
りも多かった。（図 ₂ - ₁ 、表 ₂ - ₁ ）
　女性の悪性腫瘍の登録数は₉,₃₅₄例であり、その中で最も多かったのは乳房₂,₀₄₉例（₂₁.₉％）
であり、次いで結腸₁,₃₉₈例（₁₄.₉％）、胃₁,₁₁₂例（₁₁.₉％）、子宮頸部₆₅₄例（₇.₀％）、肺₆₂₂
例（₆.₆％）、直腸₅₁₃例（₅.₅％）であった。結腸と直腸を合わせた大腸がんの登録数は₁,₉₁₁
例（₂₀.₄％）で₂₀₀₆年までは最も多かったが、₂₀₀₇年以降は乳がんが最も多くなっている。

（図 ₂ - ₂ 、表 ₂ - ₂ ）

（ ₃ ）二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍の登録数・登録率（人口₁₀万対）（図 ₃ - ₁ 、
₃ - ₂ 、 ₃ - ₃ 、表 ₃ - ₁ 、 ₃ - ₂ ）

　二次保健医療圏別に登録数をみると、男性では広島が₅,₆₃₈例で最も多く、次いで呉₁,₅₃₇
例、福山・府中₁,₅₀₁例、尾三₁,₁₀₇例、広島中央₇₂₀例、広島西₆₈₈例、備北₄₉₄例であった。
医療圏不明は₄₉例（全体の₀.₄％）で、昨年の医療圏不明割合（₀.₅％）とほぼ同じであった。
女性では、広島が₄,₃₆₃例で最も多く、次いで福山・府中₁,₂₀₅例、呉₁,₀₆₇例、尾三₈₂₉例、広
島中央₅₄₅例、広島西₄₇₂例、備北₄₂₅例だった。医療圏不明は₃₃例（₀.₄％）で、男性と同様
に昨年とほぼ同じであった。
　二次保健医療圏別の登録率（人口₁₀万対）は、男性では呉が₅₇₂.₅で最も高く、次いで広島
₅₂₁.₈、備北₅₁₂.₉と続いていた。福山・府中は₃₂₉.₀と他の圏域よりも低かった。女性では、
備北、呉、広島が₄₀₀以上、広島西、広島中央、尾三が₃₅₀前後、福山・府中が₂₈₃.₆と低く
なっていた。
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　福山・府中圏域では、₂₀₁₀年まで多数の症例を登録している施設からの病理診断報告書に
住所の記載がなく、その登録症例が医療圏不明として取り扱われたため、登録率が見かけ上
低くなっていた。その後、₂₀₁₁年診断症例よりその施設から住所が記載されるようになり、
この問題は解消した。福山・府中圏域の悪性腫瘍死亡率は、他の圏域と同程度である。住所
不明の問題が解消されたにも関わらず登録率が低いのは、他県で受診することによって症例
が登録されていない可能性が考えられる。今後、検討が必要である。

₄ ．二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍の登録精度（I/M 比）
　I/M 比を二次保健医療圏別にみると、男性では広島、広島西、呉、広島中央、備北で ₂ 以
上、尾三で₁.₉であったのに対し、福山・府中では₁.₆と若干低かったものの、全ての医療圏で
₁.₅以上を達成していた。女性ではすべての二次保健医療圏において I/M 比が ₂ 以上であり、
登録精度は良好であった。（表 ₄ ）

₅ ．悪性腫瘍の部位別死亡者数と死亡割合
　広島県における男性の悪性腫瘍死亡数は₄,₉₂₄人で、肺が₁,₁₇₀人（₂₃.₈％）と最も多く、次
いで胃₆₉₄人（₁₄.₁％）、肝臓₅₈₀人（₁₁.₈％）であった。（図 ₅ - ₁ 、表 ₅ - ₁ ）
　女性の悪性腫瘍死亡数は₃,₄₂₄人で、肺が₄₆₅人（₁₃.₆％）で最も多く、次いで胃₄₂₁人

（₁₂.₃％）、膵臓₃₆₇人（₁₀.₇％）であった。結腸と直腸を合わせた大腸がんの死亡数は₄₇₃人
（₁₃.₈％）で、胃を上回っていた。（図 ₅ - ₂ 、表 ₅ - ₂ ）

₆ ．二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍死亡数・死亡率（人口₁₀万対、₁₉₈₅年日本モ
デル人口で調整）

　二次保健医療圏別悪性腫瘍死亡数は、男性では広島が最も多く₂,₀₀₅人、次いで福山・府中
₉₄₄人、呉₆₀₄人、尾三₅₇₀人、広島中央₃₃₁人、備北₂₃₆人、広島西₂₃₄人であった。死亡率を
二次保健医療圏別にみると、呉₁₉₂.₉が最も高く、次いで備北₁₈₆.₆、福山・府中₁₇₆.₆、尾三
₁₇₄.₈、広島₁₆₄.₂、広島西₁₅₆.₄、広島中央₁₅₃.₅であった。備北では胃がんの死亡率が最も高
く、それ以外の二次保健医療圏では肺がんの死亡率が最も高かった。（図 ₆ - ₁ 、 ₆ - ₂ 、表
₆ - ₁ ）
　女性の二次保健医療圏別悪性腫瘍死亡数は広島が最も多く₁,₄₇₂人、次いで福山・府中₆₁₁
人、尾三₃₉₀人、呉₃₇₃人、広島中央₂₂₇人、広島西₁₇₈人、備北₁₇₃人であった。死亡率は、二
次保健医療圏別にみると、呉が最も高く₈₈.₂、次いで福山・府中が₈₇.₈、広島₈₇.₂、広島西
₈₅.₅、尾三₈₅.₁、広島中央₇₅.₁、備北₇₃.₅であった。部位別には、広島、広島中央、尾三で肺
がんの死亡率が最も高く、広島西は同率で胃がんと膵臓がん、呉では胃がん、福山・府中で
は乳房、備北では肝臓の死亡率が最も高かった。広島と福山・府中では、結腸と直腸を合わ
せた大腸がんの死亡率が他のがんを上回り最も高くなっていた。（図 ₆ - ₁ 、 ₆ - ₃ 、表 ₆ - ₂ ）
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₇ ．（参考）広島県および全国の悪性腫瘍死亡数・死亡率（人口₁₀万対、₁₉₈₅年日本人モデル
人口で調整）

　広島県における悪性腫瘍死亡数は男性₄,₉₀₁人、女性₃,₃₉₄人、合計₈,₂₉₅人であった。悪性
腫瘍死亡率（人口₁₀万対）は、男性では全国が₁₆₈.₉に対し広島県は₁₇₀.₄と同程度であった。
女性では全国が₈₉.₄に対し広島県は₈₆.₈で全国のがん死亡率より若干低かった。主要部位別に
みると、男性、女性ともに肝臓がんの死亡率が全国よりも高かった。（表 ₇ - ₁ 、 ₇ - ₂ ）

₈ ．（参考）悪性腫瘍の主要部位別登録数・登録割合の経年変化（₁₉₉₃～₂₀₁₄年）
　男性の悪性腫瘍登録数は、₁₉₉₃年の₅,₉₁₉例から₂₀₁₄年の₁₂,₂₂₀例と増加していた。全期間
を通して胃がんが最も多く年間₁,₈₀₀例前後であったが、₂₀₀₇年以降にさらに増加傾向となり、
₂₀₁₂年には₂,₃₀₇例になり、₂₀₁₄年には₂,₂₄₉例と若干減少していた。次いで、結腸がんは₂₀₀₅
年頃まで年間₁,₃₀₀例前後であったが、その後増加し、₂₀₁₃年には₁,₉₈₉例となった。前立腺
がんは₁₉₉₃年に₃₀₀例だったが、その後増加し始め、₂₀₀₃年から₂₀₀₈年までは約₁,₂₀₀例で推
移、₂₀₀₉年から再び増加、₂₀₁₀年と₂₀₁₁年には結腸がんを上回り、₂₀₁₄年には₁,₇₄₈例になっ
た。また肺がん、直腸がん、膀胱がんも登録数が増加傾向である。結腸と直腸を合わせた大
腸がんの登録数は、概ね胃がんを上回り、増加傾向である。全体に占める割合は、胃がんは
約₃₀％から約₂₀％に低下していた。前立腺がんが₁₉₉₃年の₅.₁％から₂₀₁₀年には₁₄.₄％と増加、
その後同程度で推移しており、登録数全体に対する割合が₂₀₀₀年以降大きく増加していた。

（図 ₈ - ₁ 、 ₈ - ₂ 、表 ₈ - ₁ ）
　女性の悪性腫瘍登録数は、₁₉₉₃年の₄,₆₄₅例から₂₀₁₄年の₉,₃₅₄例と増加していた。₁₉₉₃年か
ら₁₉₉₇年までは胃がんが最も多く、₁₉₉₇年から₂₀₀₂年までは胃がん、結腸がん、乳がんが年
間₈₀₀例から₉₀₀例と同程度であった。₂₀₀₄年以降は、乳がんの登録数が急激に増加し、₂₀₀₄
年から₂₀₁₂年までで約 ₂ 倍（₂,₀₁₉例）になった。₂₀₁₃年は₁,₉₄₅例と減少したが₂₀₁₄年は₂,₀₄₉
例と再び増加した。肺がんは₁₉₉₇年までは₂₀₀例以下であったが、₂₀₀₀年以降の増加が著し
く、₂₀₁₂年には₅₉₁例で、約 ₂ 倍になっていた。子宮頸がん、甲状腺がんも₂₀₀₅年以降に徐々
に増加傾向が見られる。結腸と直腸を合わせた大腸がんの登録数が最も多かったのは、₁₉₉₃
年から₂₀₀₆年までであり、その後は乳がんにとってかわられた。全体に占める割合は、大
腸がんは概ね₂₀％程度で推移しているが、ここ数年は増加がみられる。乳がんは₁₉₉₃年の
₁₅.₆％から₂₀₁₂年には₂₂.₉％に増加していた。胃がんの登録割合は₁₉₉₃年の₁₈.₇％から₂₀₁₃年
には₁₀.₉％まで低下していた。（図 ₈ - ₃ 、 ₈ - ₄ 、表 ₈ - ₂ ）
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1 ．良性腫瘍の部位別登録数・登録割合

図 1 - 1 　良性腫瘍の部位別登録割合（男性、2014年）

図 1 - 2 　良性腫瘍の部位別登録割合（女性、2014年）
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表 1 - 1 　良性腫瘍の部位別登録数・登録割合（男性、2014年）

登録数 割合（％）
結 腸 ₄,₉₀₇ ₆₃.₈
結合組織・軟部組織 ₅₃₀ ₆.₉
皮 膚 ₅₂₇ ₆.₉
直 腸 ₅₀₁ ₆.₅

胃 ₄₇₇ ₆.₂
そ の 他 ₇₄₅ ₉.₇
大 腸 （ 再 掲 ） ₅,₄₀₈ ₇₀.₄

合　　計 ₇,₆₈₇ ₁₀₀.₀

表 1 - 2 　良性腫瘍の部位別登録数・登録割合（女性、2014年）

登録数 割合（％）
結 腸 ₂,₉₉₄ ₃₅.₁ 

子 宮 体 部 ₁,₄₉₅ ₁₇.₅ 

皮 膚 ₈₈₄ ₁₀.₄ 

卵 巣 ₇₄₆ ₈.₇ 

結合組織・軟部組織 ₅₂₆ ₆.₂ 

乳 房 ₄₂₅ ₅.₀ 

直 腸 ₃₁₆ ₃.₇ 

胃 ₂₅₅ ₃.₀ 

そ の 他 ₉₀₀ ₁₀.₅ 

大 腸 （ 再 掲 ） ₃,₃₁₀ ₃₈.₈
合　　計 ₈,₅₄₁ ₁₀₀.₀ 
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2 ．悪性腫瘍の部位別登録数・登録割合

図 2 - 1 　悪性腫瘍の部位別登録割合（男性、2014年）

図 2 - 2 　悪性腫瘍の部位別登録割合（女性、2014年）

（登録数 12,220 例） 
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表 2 - 1 　悪性腫瘍の部位別登録数・登録割合（男性、2014年）

登録数 割合（％）
胃 ₂,₂₄₉ ₁₈.₄ 

結 腸 ₁,₉₂₉ ₁₅.₈ 

前 立 腺 ₁,₇₄₈ ₁₄.₃ 

肺 ₁,₂₀₉ ₉.₉ 

直 腸 ₉₄₃ ₇.₇ 

膀 胱 ₇₄₀ ₆.₁ 

食 道 ₄₂₂ ₃.₅ 

腎 ・ 尿 路 ₃₈₃ ₃.₁ 

肝 臓 ₃₆₄ ₃.₀ 

リンパ腫 ** ₃₃₄ ₂.₇ 

そ の 他 ₁,₈₉₉ ₁₅.₅ 

大腸（再掲） ₂,₈₇₂ ₂₃.₅
合　　計 ₁₂,₂₂₀ ₁₀₀.₀

表 2 - 2 　悪性腫瘍の部位別登録数・登録割合（女性、2014年）

登録数 割合（％）
乳 房 ₂,₀₄₉ ₂₁.₉ 

結 腸 ₁,₃₉₈ ₁₄.₉ 

胃 ₁,₁₁₂ ₁₁.₉ 

子 宮 頸 部 ₆₅₄ ₇.₀ 

肺 ₆₂₂ ₆.₆ 

直 腸 ₅₁₃ ₅.₅ 

甲 状 腺 ₃₄₆ ₃.₇ 

皮 膚 * ₃₂₇ ₃.₅ 

リンパ腫 ** ₃₀₂ ₃.₂ 

子 宮 体 部 ₃₀₁ ₃.₂ 

そ の 他 ₁,₇₃₀ ₁₈.₅ 

大腸（再掲） ₁,₉₁₁ ₂₀.₄
合　　計 ₉,₃₅₄ ₁₀₀.₀

*　悪性黒色腫は含まない
**  白血病は含まない
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3 ．二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍登録数・登録率
（人口10万対、1985年日本モデル人口で調整）

0

100

200

300

400

500

600

700

全部位

登
録

率
（
人

口
1
0
万

対
）

（男性）

0

100

200

300

400

500

600

全部位

登
録

率
（
人

口
1
0
万

対
）

(女性）

広島

広島西

呉

広島中央

尾三

福山・府中

備北

図 3 - 1 　二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍全部位の登録率

図 3 - 3 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍の登録率（女性、2014年）

図 3 - 2 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍の登録率（男性、2014年）
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表 3 - 1 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍登録数・登録率　男性（人口10万対）

　　医療圏
部　位

登　　　　　録　　　　　数（登録率）
広　島 広島西 呉 広島中央 尾　三 福山・府中 備　北

胃 ₁,₀₀₆
（₈₈.₄）

₁₀₅
（₇₉.₀）

₂₈₇
（₁₀₁.₁）

₁₁₃
（₅₈.₇）

₂₀₁
（₇₅.₁）

₃₁₈
（₆₇.₅）

₁₁₁
（₁₀₅.₇）

結 腸 ₉₄₁
（₈₈.₀）

118
（85.1）

270
（104.1）

98
（55.2）

150
（59.3）

204
（44.5）

85
（100.4）

前 立 腺 ₇₈₀
（₆₆.₇）

₁₂₂
（₈₁.₅）

₂₁₃
（₆₇.₀）

₁₂₂
（₆₀.₄）

₁₆₆
（₅₄.₈）

₂₁₆
（₄₁.₄）

₇₄
（₇₁.₂）

肺 ₅₁₅
（₄₈.₄）

₆₃
（₄₅.₁）

₁₅₃
（₅₃.₆）

₆₄
（₃₄.₂）

₁₃₁
（₄₈.₇）

₁₇₆
（₃₆.₉）

₄₅
（₄₀.₀）

直 腸 ₄₃₇
（₄₁.₄）

₄₆
（₃₂.₈）

₁₂₉
（₅₁.₂）

₅₄
（₃₁.₉）

₇₆
（₃₃.₃）

₁₄₂
（₃₃.₂）

₂₄
（₂₈.₃）

膀 胱 ₃₂₈
（₂₉.₂）

₄₆
（₂₇.₄）

₈₇
（₃₀.₃）

₅₁
（₂₃.₄）

₈₀
（₂₆.₇）

₉₃
（₂₀.₁）

₃₂
（₂₇.₃）

食 道 ₂₀₉
（₁₉.₂）

₂₅
（₁₉.₉）

₅₀
（₁₇.₀）

₃₇
（₂₁.₃）

₁₉
（₆.₉）

₄₁
（₈.₇）

₁₇
（₂₂.₁）

そ の 他 ₁,₄₂₂
（₁₄₀.₅）

₁₆₃
（₁₃₄.₄）

₃₄₈
（₁₄₈.₁）

₁₈₁
（₁₀₂.₂）

₂₈₄
（₁₁₂.₃）

₃₁₁
（₇₆.₆）

₁₀₆
（₁₁₇.₉）

大 腸
（ 再 掲 ）

₁,₃₇₈
（₁₂₉.₄）

₁₆₄
（₁₁₇.₉）

₃₉₉
（₁₅₅.₄）

₁₅₂
（₈₇.₁）

₂₂₆
（₉₂.₆）

₃₄₆
（₇₇.₇）

₁₀₉
（₁₂₈.₇）

合　　計 ₅,₆₃₈
（₅₂₁.₈）

₆₈₈
（₅₀₅.₃）

₁,₅₃₇
（₅₇₂.₅）

₇₂₀
（₃₈₇.₄）

₁,₁₀₇
（₄₁₇.₁）

₁,₅₀₁
（₃₂₉.₀）

₄₉₄
（₅₁₂.₉）

医療圏不明₄₉例　　県外₄₈₆例

表 3 - 2 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍登録数・登録率　女性（人口10万対）

　　医療圏
部　位

登　　　　　録　　　　　数（登録率）
広　島 広島西 呉 広島中央 尾　三 福山・府中 備　北

乳 房 ₉₃₀
（₁₀₁.₆）

₁₁₅
（₁₁₆.₁）

₂₃₃
（₁₁₆.₈）

₁₂₀
（₈₅.₀）

₁₇₅
（₈₈.₉）

₂₉₉
（₈₂.₆）

₇₉
（₁₂₃.₁）

結 腸 659
（50.6）

75
（42.3）

184
（48.9）

61
（29.8）

118
（36.9）

181
（32.1）

73
（51.8）

胃 ₅₀₉
（₃₇.₈）

₅₇
（₃₀.₈）

₁₃₈
（₃₆.₈）

₅₁
（₂₄.₅）

₁₀₉
（₂₈.₅）

₁₃₂
（₁₉.₈）

₅₉
（₃₀.₄）

子 宮 頸 部 ₃₃₇
（₅₁.₂）

₂₈
（₄₆.₁）

₄₇
（₄₈.₈）

₄₈
（₄₄.₇）

₅₀
（₄₄.₃）

₈₁
（₃₈.₈）

₃₉
（₁₀₇.₅）

肺 ₂₅₉
（₁₉.₈）

₂₆
（₁₉.₈）

₇₇
（₂₅.₅）

₃₂
（₁₇.₄）

₇₄
（₂₅.₈）

₈₅
（₁₇.₁）

₃₉
（₃₂.₉）

直 腸 247
（23.1）

17
（9.3）

68
（26.9）

28
（12.3）

42
（15.5）

75
（15.4）

19
（23.8）

甲 状 腺 159
（18.2）

10
（9.0）

25
（15.7）

43
（35.1）

25
（14.0）

48
（13.4）

17
（30.8）

そ の 他 ₁,₂₆₃
（₁₁₀.₅）

₁₄₄
（₁₀₃.₆）

₂₉₅
（₁₀₅.₄）

₁₆₂
（₉₁.₉）

₂₃₆
（₉₂.₃）

₃₀₄
（₆₄.₃）

₁₀₀
（₉₂.₄）

大 腸
（ 再 掲 ）

906
（73.8）

92
（51.6）

252
（75.8）

89
（42.0）

160
（52.4）

256
（47.5）

92
（75.7）

合　　計 4,363
（412.8）

472
（376.9）

1,067
（424.8）

545
（340.6）

829
（346.3）

1,205
（283.6）

425
（492.7）

医療圏不明₃₃例　　県外₄₁₅例
注）登録率は人口₁₀万対、₁₉₈₅年日本モデル人口で調整
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4 ．二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍の登録精度（Ⅰ/Ｍ比）

表 4　二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍の登録精度

男　　性 女　　性
登録数 死亡数 I/M 比 登録数 死亡数 I/M 比

広島県全体 ₁₁,₇₃₄ ₄,₉₂₄ ₂.₄ ₈,₉₃₉ ₃,₄₂₄ ₂.₆ 

広 島 ₅,₆₃₈ ₂,₀₀₅ ₂.₈ ₄,₃₆₃ ₁,₄₇₂ ₃.₀ 

広 島 西 ₆₈₈ ₂₃₄ ₂.₉ ₄₇₂ ₁₇₈ ₂.₇ 

呉 ₁,₅₃₇ ₆₀₄ ₂.₅ ₁,₀₆₇ ₃₇₃ ₂.₉ 

広 島 中 央 ₇₂₀ ₃₃₁ ₂.₂ ₅₄₅ ₂₂₇ ₂.₄ 

尾 三 ₁,₁₀₇ ₅₇₀ ₁.₉ ₈₂₉ ₃₉₀ ₂.₁ 

福山・ 府中 ₁,₅₀₁ ₉₄₄ ₁.₆ ₁,₂₀₅ ₆₁₁ ₂.₀ 

備 北 ₄₉₄ ₂₃₆ ₂.₁ ₄₂₅ ₁₇₃ ₂.₅ 

注 ₁ ）広島県外住所のものは除く
注 ₂ ）医療圏不明があるために、圏域別登録数の合計は県全体と一致しない
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5 ．悪性腫瘍の部位別死亡者数・死亡割合

図 5 - 1 　悪性腫瘍死亡の部位別割合（男性、2014年）

（死亡数 4,924人） 
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図 5 - 2 　悪性腫瘍死亡の部位別割合（女性、2014年）

（死亡数　3,424人）
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表 5 - 1 　悪性腫瘍の部位別死亡者数・死亡割合（男性、2014年）

死亡数 割合（％）
肺 ₁,₁₇₀ ₂₃.₈
胃 ₆₉₄ ₁₄.₁

肝 臓 ₅₈₀ ₁₁.₈
膵 臓 ₄₀₂ ₈.₂
結 腸 ₃₃₇ ₆.₈
前 立 腺 ₂₄₈ ₅.₀
食 道 ₁₇₆ ₃.₆
直 腸 ₁₇₆ ₃.₆
胆嚢・ 胆管 ₁₇₁ ₃.₅
リ ン パ 腫 * ₁₆₂ ₃.₃
そ の 他 ₈₀₈ ₁₆.₄
大腸（再掲） ₅₁₃ ₁₀.₄

合　　計 ₄,₉₂₄ ₁₀₀.₀

表 5 - 2 　悪性腫瘍の部位別死亡者数・死亡割合（女性、2014年）

死亡数 割合（％）
肺 ₄₆₅ ₁₃.₆
胃 ₄₂₁ ₁₂.₃

膵 臓 ₃₆₇ ₁₀.₇
結 腸 ₃₄₄ ₁₀.₀
肝 臓 ₃₀₇ ₉.₀
乳 房 ₂₈₃ ₈.₃
胆嚢・ 胆管 ₂₀₁ ₅.₉
直 腸 ₁₂₉ ₃.₈
リ ン パ 腫 * ₁₂₅ ₃.₇
子 宮 ₁₂₀ ₃.₅
そ の 他 ₆₆₂ ₁₉.₃
大腸（再掲） ₄₇₃ ₁₃.₈

合　　計 ₃,₄₂₄ ₁₀₀.₀

* 白血病は含まない
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6 ．二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍死亡数・死亡率
（人口10万対、1985年日本モデル人口で調整）

図 6 - 1 　二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍全部位の死亡率

図 6 - 2 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍の死亡率（男性、2014年）

図 6 - 3 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍の死亡率（女性、2014年）
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表 6 ⊖ 1 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍死亡数・死亡率　男性（人口10万対）
医療圏

部　位

死　　　　　亡　　　　　数（死亡率）
広　島 広島西 呉 広島中央 尾　三 福山・府中 備　北

肺 ₄₇₀
（₃₇.₉）

₆₀
（₃₄.₄）

₁₄₈
（₄₇.₁）

₇₆
（₃₄.₃）

₁₃₅
（₃₇.₉）

₂₃₇
（₄₃.₇）

₄₄
（₂₇.₆）

胃 ₂₈₁
（₂₃.₀）

₃₆
（₂₅.₀）

₇₉
（₂₅.₁）

₄₂
（₁₈.₂）

₇₈
（₂₄.₅）

₁₄₂
（₂₅.₅）

₃₆
（₃₁.₁）

肝 臓 ₂₃₆
（₁₉.₅）

₁₈
（₁₂.₆）

₅₉
（₁₉.₅）

₄₆
（₂₀.₇）

₇₇
（₂₄.₂）

₁₁₇
（₂₃.₃）

₂₇
（₂₂.₂）

膵 臓 ₁₅₆
（₁₃.₄）

₁₁
（₇.₆）

₄₆
（₁₄.₆）

₄₀
（₁₉.₇）

₄₈
（₁₅.₀）

₇₀
（₁₃.₃）

₃₁
（₂₆.₆）

結 腸 ₁₄₉
（₁₂.₁）

₁₂
（₈.₄）

₃₇
（₁₁.₂）

₁₈
（₈.₉）

₄₄
（₁₄.₆）

₅₇
（₁₀.₉）

₂₀
（₁₄.₄）

前 立 腺 ₉₉
（₆.₇）

₁₆
（₉.₈）

₃₂
（₈.₃）

₂₀
（₇.₅）

₃₀
（₆.₅）

₄₀
（₆.₁）

₁₁
（₆.₂）

食 道 ₈₄
（₇.₆）

₄
（₂.₇）

₂₄
（₈.₁）

₁₀
（₅.₈）

₁₃
（₅.₅）

₃₂
（₆.₆）

₉
（₇.₇）

直 腸 ₆₈
（₆.₃）

₁₁
（₉.₇）

₁₈
（₈.₈）

₁₁
（₅.₅）

₂₂
（₈.₁）

₃₉
（₈.₀）

₇
（₆.₆）

そ の 他 ₄₆₂
（₃₇.₇）

₆₆
（₄₆.₃）

₁₆₁
（₅₀.₂）

₆₈
（₃₃.₀）

₁₂₃
（₃₈.₆）

₂₁₀
（₃₉.₂）

₅₁
（₄₄.₂）

大 腸
（ 再 掲 ）

₂₁₇
（₁₈.₄）

₂₃
（₁₈.₂）

₅₅
（₂₀.₀）

₂₉
（₁₄.₄）

₆₆
（₂₂.₇）

₉₆
（₁₈.₉）

₂₇
（₂₀.₉）

合　　計 ₂,₀₀₅
（₁₆₄.₂）

₂₃₄
（₁₅₆.₄）

₆₀₄
（₁₉₂.₉）

₃₃₁
（₁₅₃.₅）

₅₇₀
（₁₇₄.₈）

₉₄₄
（₁₇₆.₆）

₂₃₆
（₁₈₆.₆）

表 6 ⊖ 2 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍死亡数・死亡率　女性（人口10万対）
医療圏

部　位

死　　　　　亡　　　　　数（死亡率）
広　島 広島西 呉 広島中央 尾　三 福山・府中 備　北

肺 ₂₀₉
（₁₁.₆）

₂₄
（₁₀.₂）

₄₇
（₁₂.₀）

₄₀
（₁₂.₃）

₄₉
（₁₂.₅）

₇₂
（₈.₃）

₂₄
（₉.₅）

胃 ₁₆₈
（₁₀.₃）

₂₂
（₁₀.₅）

₇₂
（₁₅.₁）

₂₃
（₈.₄）

₃₈
（₅.₁）

₇₈
（₉.₆）

₂₀
（₇.₈）

膵 臓 ₁₅₆
（₈.₁）

₂₅
（₁₀.₅）

₄₃
（₈.₀）

₂₉
（₇.₇）

₄₅
（₈.₃）

₅₅
（₇.₄）

₁₄
（₆.₀）

結 腸 ₁₅₉
（₈.₄）

₁₃
（₇.₅）

₃₄
（₆.₄）

₂₅
（₇.₈）

₃₅
（₆.₉）

₅₉
（₈.₄）

₁₉
（₄.₇）

肝 臓 ₁₁₉
（₅.₇）

₁₆
（₄.₆）

₄₁
（₉.₁）

₂₁
（₇.₀）

₂₉
（₅.₃）

₆₂
（₈.₇）

₁₉
（₁₀.₇）

乳 房 ₁₃₇
（₁₀.₈）

₁₆
（₁₀.₁）

₂₉
（₁₃.₄）

₁₉
（₇.₁）

₂₈
（₁₁.₆）

₅₁
（₁₁.₅）

₃
（₅.₀）

胆嚢・胆管 ₇₅
（₃.₆）

₁₃
（₅.₁）

₁₈
（₃.₁）

₁₄
（₃.₂）

₂₅
（₃.₅）

₃₈
（₃.₈）

₁₈
（₆.₆）

直 腸 ₅₉
（₃.₇）

₆
（₂.₃）

₁₄
（₄.₄）

₃
（₀.₈）

₁₆
（₃.₂）

₃₀
（₄.₄）

₁
（₀.₃）

そ の 他 ₃₉₀
（₂₄.₈）

₄₃
（₂₄.₇）

₇₅
（₁₆.₉）

₅₃
（₂₀.₈）

₁₂₅
（₂₈.₈）

₁₆₆
（₂₅.₆）

₅₅
（₂₃.₀）

大 腸
（ 再 掲 ）

218
（12.2）

19
（9.8）

48
（10.7）

28
（8.6）

51
（10.1）

89
（12.8）

₂₀
（₅.₀）

合　　計 1,472
（87.2）

178
（85.5）

373
（88.2）

227
（75.1）

390
（85.1）

611
（87.8）

₁₇₃
（₇₃.₅）

注）死亡率は人口₁₀万対、₁₉₈₅年日本モデル人口で調整
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7 ．（参考）広島県および全国の悪性腫瘍死亡数・死亡率（人口10万対）

表 7 ⊖ 1 　広島県および全国の悪性腫瘍死亡数・死亡率（男性、2014年）

全部位 肺 胃 肝　臓
死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率

広島県 ₄,₉₀₁ ₁₇₀.₄ ₁,₁₆₂ ₃₉.₂ ₆₉₃ ₂₄.₁ ₅₇₉ ₂₀.₅
全　国 ₂₁₈,₃₉₇ ₁₆₈.₉ ₅₂,₅₀₅ ₃₉.₇ ₃₁,₄₈₃ ₂₄.₁ ₁₉,₂₀₈ ₁₅.₀

膵　臓 結　腸 前立腺 食　道
死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率

広島県 ₃₉₉ ₁₄.₄ ₃₃₅ ₁₁.₇ ₂₄₇ － * ₁₇₅ ₆.₇
全　国 ₁₆,₄₁₁ ₁₃.₃ ₁₆,₄₇₈ ₁₂.₈ ₁₁,₅₀₇ ₇.₃ ₉,₆₂₉ ₈.₀

 * 広島県の前立腺がん死亡率は₂₀₁₇年₁₂月時点で未発表

直　腸
死亡数 死亡率

広島県 ₁₇₆ ₇.₀
全　国 ₉,₆₉₉ ₈.₂

表 7 ⊖ 2 　広島県および全国の悪性腫瘍死亡数・死亡率（女性、2014年）

全部位 肺 胃 膵　臓
死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率

広島県 ₃,₃₉₄ ₈₆.₈ ₄₆₀ ₁₁.₀ ₄₁₇ ₁₀.₂ ₃₆₅ ₈.₃
全　国 ₁₄₉,₇₀₆ ₈₉.₄ ₂₀,₈₉₁ ₁₁.₄ ₁₆,₄₂₀ ₉.₀ ₁₅,₃₀₅ ₈.₅

結　腸 肝　臓 乳　房 胆嚢・胆管
死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率

広島県 ₃₄₀ ₈.₁ ₃₀₃ ₆.₇ ₂₈₁ ₁₀.₄ ₁₉₇ ₃.₉
全　国 ₁₆,₈₁₉ ₈.₈ ₁₀,₃₃₅ ₅.₁ ₁₃,₂₄₀ ₁₁.₈ ₉,₀₆₅ ₄.₀

直　腸
死亡数 死亡率

広島県 ₁₂₉ ₃.₅
全　国 ₅,₄₈₉ ₃.₅

 資料）人口動態統計
 注）死亡率は人口₁₀万対、₁₉₈₅年日本モデル人口で調整
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8 ．（参考）悪性腫瘍の主要部位別登録数・登録割合の経年変化
（1993～2014年）

図 8 - 1 　悪性腫瘍の主要部位別登録数の経年変化（男性）
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図 8 - 2 　悪性腫瘍の主要部位別登録数の割合の経年変化（男性）
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表 8 - 1 　悪性腫瘍の主要部位別登録数と割合（男性、1993～2014年）

胃 結腸 肺 肝臓 食道 前立腺 直腸 膀胱 リンパ腫 皮膚 腎・尿路 その他 合計

₁₉₉₃ ₁,₇₄₃
（₂₉.₄）

₉₈₀
（₁₆.₆）

₄₄₄
（₇.₅）

₂₅₈
（₄.₄）

₁₇₇
（₃.₀）

₃₀₀
（₅.₁）

₅₃₉
（₉.₁）

₃₁₂
（₅.₃）

₁₃₅
（₂.₃）

₁₆₃
（₂.₈） － ₈₆₈

（₁₄.₇）
₅,₉₁₉

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₄ ₁,₉₅₃
（₂₉.₉）

₁,₂₆₉
（₁₉.₄）

₄₃₂
（₆.₆）

₂₂₃
（₃.₄）

₂₁₅
（₃.₃）

₃₂₁
（₄.₉）

₆₃₁
（₉.₆）

₃₄₁
（₅.₂）

₁₃₅
（₂.₁） － ₁₄₁

（₂.₂）
₈₇₉

（₁₃.₄）
₆,₅₄₀

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₅ ₁,₉₀₇
（₂₈.₆）

₁,₂₆₆
（₁₉.₀）

₄₁₈
（₆.₃）

₂₃₆
（₃.₅）

₂₂₆
（₃.₄）

₃₅₉
（₅.₄）

₆₄₇
（₉.₇）

₃₇₂
（₅.₆） － ₁₇₇

（₂.₇）
₁₄₅

（₂.₂）
₉₀₅

（₁₃.₆）
₆,₆₅₈

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₆ ₁,₉₇₂
（₂₇.₉）

₁,₃₉₂
（₁₉.₇）

₄₂₉
（₆.₁）

₂₇₉
（₃.₉）

₂₁₈
（₃.₁）

₄₀₅
（₅.₇）

₆₉₉
（₉.₉）

₄₀₉
（₅.₈） － ₁₇₉

（₂.₅）
₁₇₁

（₂.₄）
₉₁₆

（₁₃.₀）
₇,₀₆₉

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₇ ₁,₆₂₀
（₂₄.₈）

₁,₃₃₇
（₂₀.₅）

₄₅₅
（₇.₀）

₂₇₇
（₄.₂）

₂₀₈
（₃.₂）

₃₇₅
（₅.₇）

₆₃₃
（₉.₇）

₃₆₃
（₅.₆） － － ₁₅₄

（₂.₄）
₁,₁₁₅

（₁₇.₁）
₆,₅₃₇

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₈ ₁,₆₉₉
（₂₄.₆）

₁,₃₂₅
（₁₉.₂）

₅₁₀
（₇.₄）

₂₇₈
（₄.₀）

₂₂₆
（₃.₃）

₄₅₀
（₆.₅）

₆₆₀
（₉.₅）

₃₇₆
（₅.₄） － ₁₈₃

（₂.₆） － ₁,₂₀₉
（₁₇.₅）

₆,₉₁₆
（₁₀₀.₀）

₁₉₉₉ ₁,₈₈₈
（₂₅.₇）

₁,₂₉₄
（₁₇.₆）

₅₇₈
（₇.₉）

₂₉₅
（₄.₀）

₂₆₈
（₃.₇）

₅₇₆
（₇.₉）

₆₄₆
（₈.₈）

₃₈₆
（₅.₃）

₁₈₆
（₂.₅） － ₁₈₆

（₂.₅）
₁,₀₃₁

（₁₄.₁）
₇,₃₃₄

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₀ ₁,₇₂₈
（₂₅.₁）

₁,₁₉₀
（₁₇.₃）

₅₈₉
（₈.₆）

₂₃₂
（₃.₄）

₂₄₅
（₃.₆）

₆₀₅
（₈.₈）

₅₈₄
（₈.₅）

₃₈₈
（₅.₆） － ₁₆₃

（₂.₄）
₁₆₄

（₂.₄）
₉₉₂

（₁₄.₄）
₆,₈₈₀

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₁ ₂,₀₁₆
（₂₆.₂）

₁,₃₄₆
（₁₇.₅）

₅₇₅
（₇.₅）

₂₄₆
（₃.₂）

₂₈₉
（₃.₈）

₇₀₈
（₉.₂）

₆₆₅
（₈.₆）

₄₁₃
（₅.₄）

₁₈₇
（₂.₄）

₁₉₄
（₂.₅） － ₁,₀₆₄

（₁₃.₈）
₇,₇₀₃

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₂ ₁,₈₉₅
（₂₄.₃）

₁,₂₆₉
（₁₆.₃）

₆₀₈
（₇.₈）

₂₈₃
（₃.₆）

₂₉₇
（₃.₈）

₉₂₉
（₁₁.₉）

₆₃₃
（₈.₁）

₄₂₅
（₅.₅）

₂₂₇
（₂.₉） － ₁₉₁

（₂.₄）
₁,₀₃₉

（₁₃.₃）
₇,₇₉₆

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₃ ₁,₆₃₈
（₂₁.₈）

₁,₂₁₄
（₁₆.₁）

₅₆₀
（₇.₄）

₂₄₈
（₃.₃）

₂₅₅
（₃.₄）

₁,₁₈₆
（₁₅.₈）

₆₄₀
（₈.₅）

₄₂₂
（₅.₆） － ₁₇₅

（₂.₃）
₁₇₄

（₂.₃）
₁,₀₀₈

（₁₃.₄）
₇,₅₂₀

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₄ ₁,₇₂₅
（₂₂.₂）

₁,₁₇₉
（₁₅.₂）

₆₁₄
（₇.₉）

₂₄₉
（₃.₂）

₃₁₀
（₄.₀）

₁,₀₈₅
（₁₄.₀）

₆₂₁
（₈.₀）

₄₈₂
（₆.₂）

₂₁₆
（₂.₈） － ₂₂₂

（₂.₉）
₁,₀₇₄

（₁₃.₈）
₇,₇₇₇

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₅ ₁,₈₈₆
（₂₂.₁）

₁,₃₁₄
（₁₅.₄）

₇₁₄
（₈.₄）

₂₈₇
（₃.₄）

₃₁₃
（₃.₇）

₁,₁₁₆
（₁₃.₁）

₆₄₂
（₇.₅）

₅₁₈
（₆.₁）

₂₃₆
（₂.₈） － ₂₃₀

（₂.₇）
₁,₂₆₅

（₁₄.₈）
₈,₅₂₁

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₆ ₁,₈₀₆
（₂₀.₄）

₁,₄₀₆
（₁₅.₉）

₆₇₄
（₇.₆）

₃₀₂
（₃.₄）

₃₂₀
（₃.₆）

₁,₂₅₁
（₁₄.₁）

₇₆₂
（₈.₆）

₅₂₁
（₅.₉）

₂₆₄
（₃.₀） － ₂₆₁

（₂.₉）
₁,₂₉₄

（₁₄.₆）
₈,₈₆₁

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₇ ₁,₉₉₉
（₂₁.₇）

₁,₃₇₃
（₁₄.₉）

₇₅₇
（₈.₂）

₂₉₂
（₃.₂）

₃₆₃
（₃.₉）

₁,₁₇₉
（₁₂.₈）

₇₃₀
（₇.₉）

₅₆₄
（₆.₁）

₂₉₈
（₃.₂） － ₂₉₁

（₃.₂）
₁,₃₅₆

（₁₄.₇）
₉,₂₀₂

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₈ ₂,₁₅₆
（₂₁.₉）

₁,₅₁₄
（₁₅.₄）

₈₃₈
（₈.₅）

₂₉₈
（₃.₀）

₃₆₅
（₃.₇）

₁,₂₂₃
（₁₂.₄）

₇₅₂
（₇.₆）

₆₀₇
（₆.₂）

₂₇₄
（₂.₈） － ₃₄₀

（₃.₅）
₁,₄₇₂

（₁₅.₀）
₉,₈₃₉

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₉ ₂,₂₅₀
（₂₀.₆）

₁,₅₈₄
（₁₄.₅）

₉₅₃
（₈.₇）

₃₄₄
（₃.₁）

₄₂₉
（₃.₉）

₁,₅₃₈
（₁₄.₁）

₉₀₂
（₈.₃）

₆₇₂
（₆.₂）

₃₃₃
（₃.₀） － ₃₄₂

（₃.₁）
₁,₅₇₄

（₁₄.₄）
₁₀,₉₂₁

（₁₀₀.₀）

₂₀₁₀ ₂,₂₆₉
（₂₀.₇）

₁,₅₆₅
（₁₄.₃）

₉₈₃
（₉.₀）

₃₄₇
（₃.₂）

₄₁₁
（₃.₈）

₁,₅₇₉
（₁₄.₄）

₈₂₁
（₇.₅）

₆₈₅
（₆.₃）

₃₂₇
（₃.₀） － ₃₆₆

（₃.₃）
₁,₆₀₃

（₁₄.₆）
₁₀,₉₅₆

（₁₀₀.₀）

₂₀₁₁ ₂,₂₉₇
（₂₀.₁）

₁,₆₀₉
（₁₄.₁）

₁,₀₇₁
（₉.₄）

₃₅₁
（₃.₁）

₄₂₆
（₃.₇）

₁,₆₄₂
（₁₄.₄）

₈₉₉
（₇.₉）

₆₉₂
（₆.₁）

₃₁₈
（₂.₈） － ₃₆₃

（₃.₂）
₁,₇₅₁

（₁₅.₃）
₁₁,₄₁₉

（₁₀₀.₀）

₂₀₁₂ ₂,₃₀₇
（₁₉.₉）

₁,₇₄₆
（₁₅.₁）

₁,₀₉₀
（₉.₄）

₃₇₃
（₃.₂）

₄₃₂
（₃.₇）

₁,₆₆₃
（₁₄.₃）

₈₄₄
（₇.₃）

₇₂₄
（₆.₂）

₃₅₂
（₃.₀） － ₃₆₂

（₃.₁）
₁,₇₀₆

（₁₄.₇）
₁₁,₅₉₉

（₁₀₀.₀）

₂₀₁₃ ₂,₂₆₄
（₁₈.₉）

₁,₉₈₉
（₁₆.₆）

₁,₁₁₇
（₉.₃）

₃₅₀
（₂.₉）

₄₀₄
（₃.₄）

₁,₆₉₆
（₁₄.₂）

₈₉₆
（₇.₅）

₇₀₆
（₅.₉） － ₃₃₆

（₂.₈）
₃₇₇

（₃.₂）
₁,₈₂₀

（₁₅.₂）
₁₁,₉₅₅

（₁₀₀.₀）

₂₀₁₄ ₂,₂₄₉
（₁₈.₄）

₁,₉₂₉
（₁₅.₈）

₁,₂₀₉
（₉.₉）

₃₆₄
（₃.₀）

₄₂₂
（₃.₅）

₁,₇₄₈
（₁₄.₃）

₉₄₃
（₇.₇）

₇₄₀
（₆.₁）

₃₃₄
（₂.₇） － ₃₈₃

（₃.₁）
₁,₈₉₉

（₁₅.₅）
₁₂,₂₂₀

（₁₀₀.₀）

上位10部位について集計した。「－」の登録数はその他に含まれる。
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表 8 ⊖ 2 　悪性腫瘍の主要部位別登録数と割合（女性、1993～2014年）

胃 結腸 肺 直腸 乳房 子宮体部 子宮頸部 甲状腺 皮膚 卵巣 リンパ腫 その他 合計

₁₉₉₃ ₈₇₀
（₁₈.₇）

₆₈₇
（₁₄.₈）

₁₅₆
（₃.₄）

₂₇₄
（₅.₉）

₇₂₃
（₁₅.₆）

₁₅₃
（₃.₃）

₄₆₈
（₁₀.₁）

₁₅₅
（₃.₃）

₁₄₉
（₃.₂）

₁₆₈
（₃.₆） － ₈₄₂

（₁₈.₁）
₄,₆₄₅

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₄ ₈₈₅
（₁₉.₁）

₆₈₃
（₁₄.₈）

₁₄₈
（₃.₂）

₃₁₃
（₆.₈）

₆₈₀
（₁₄.₇）

₁₅₈
（₃.₄）

₄₆₆
（₁₀.₁）

₁₉₆
（₄.₂）

₁₄₄
（₃.₁）

₁₆₃
（₃.₅） － ₇₉₃

（₁₇.₁）
₄,₆₂₉

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₅ ₈₈₀
（₁₈.₄）

₇₃₃
（₁₅.₃）

₁₇₆
（₃.₇）

₃₃₅
（₇.₀）

₆₆₇
（₁₃.₉）

₁₇₃
（₃.₆）

₄₃₅
（₉.₁）

₁₇₅
（₃.₇）

₂₀₂
（₄.₂）

₁₇₅
（₃.₇） － ₈₃₁

（₁₇.₄）
₄,₇₈₂

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₆ ₉₁₂
（₁₈.₂）

₇₈₉
（₁₅.₈）

₁₄₁
（₂.₈）

₃₆₄
（₇.₃）

₆₇₄
（₁₃.₅）

₁₈₃
（₃.₇）

₄₈₀
（₉.₆）

₁₈₂
（₃.₆）

₁₇₃
（₃.₅）

₁₇₇
（₃.₅） － ₉₃₃

（₁₈.₆）
₅,₀₀₈

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₇ ₇₇₀
（₁₆.₀）

₇₃₆
（₁₅.₃）

₁₇₅
（₃.₆）

₃₃₀
（₆.₉）

₇₅₇
（₁₅.₇）

₁₅₉
（₃.₃）

₄₄₇
（₉.₃）

₁₇₄
（₃.₆）

₁₇₈
（₃.₇）

₁₅₅
（₃.₂） － ₉₃₀

（₁₉.₃）
₄,₈₁₁

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₈ ₇₂₇
（₁₄.₆）

₈₃₁
（₁₆.₇）

₂₀₉
（₄.₂）

₃₇₃
（₇.₅）

₈₃₉
（₁₆.₈）

₁₅₃
（₃.₁）

₃₈₉
（₇.₈）

₁₇₀
（₃.₄）

₁₇₂
（₃.₅）

₁₃₆
（₂.₇） － ₉₈₁

（₁₉.₇）
₄,₉₈₀

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₉ ₈₆₈
（₁₆.₅）

₈₄₅
（₁₆.₀）

₂₃₉
（₄.₅）

₃₈₁
（₇.₂）

₈₅₀
（₁₆.₁）

₁₈₁
（₃.₄）

₄₂₅
（₈.₁）

₁₉₅
（₃.₇）

₁₇₆
（₃.₃）

₁₆₁
（₃.₁） － ₉₅₄

（₁₈.₁）
₅,₂₇₅

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₀ ₈₁₄
（₁₅.₇）

₇₅₄
（₁₄.₅）

₂₄₁
（₄.₆）

₃₅₀
（₆.₇）

₈₂₇
（₁₅.₉）

₁₈₂
（₃.₅）

₄₃₄
（₈.₄）

₂₀₈
（₄.₀）

₁₉₀
（₃.₇） － ₁₆₈

（₃.₂）
₁,₀₂₁

（₁₉.₇）
₅,₁₈₉

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₁ ₉₁₆
（₁₆.₂）

₈₇₈
（₁₅.₅）

₂₆₇
（₄.₇）

₃₆₄
（₆.₄）

₉₂₈
（₁₆.₄）

₂₂₀
（₃.₉）

₄₆₈
（₈.₃）

₁₉₈
（₃.₅）

₂₂₈
（₄.₀）

₁₇₈
（₃.₁） － ₁,₀₁₆

（₁₇.₉）
₅,₆₆₁

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₂ ₈₆₈
（₁₅.₆）

₉₀₅
（₁₆.₂）

₂₉₉
（₅.₄）

₃₆₅
（₆.₅）

₉₂₄
（₁₆.₆）

₂₀₀
（₃.₆）

₄₀₁
（₇.₂）

₂₀₁
（₃.₆）

₂₀₉
（₃.₇）

₁₆₉
（₃.₀） － ₁,₀₃₃

（₁₈.₅）
₅,₅₇₄

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₃ ₈₄₄
（₁₆.₄）

₇₈₈
（₁₅.₄）

₂₆₂
（₅.₁）

₃₃₀
（₆.₄）

₉₂₀
（₁₇.₉）

₁₆₈
（₃.₃）

₃₅₃
（₆.₉）

₁₈₀
（₃.₅）

₁₇₆
（₃.₄）

₁₅₁
（₂.₉） － ₉₅₉

（₁₈.₇）
₅,₁₃₁

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₄ ₇₄₈
（₁₃.₂）

₇₉₇
（₁₄.₁）

₃₁₇
（₅.₆）

₃₄₄
（₆.₁）

₁,₁₀₉
（₁₉.₆）

₂₀₂
（₃.₆）

₄₃₀
（₇.₆）

₂₁₂
（₃.₇）

₂₁₆
（₃.₈） － ₁₈₇

（₃.₃）
₁,₀₉₆

（₁₉.₄）
₅,₆₅₈

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₅ ₈₅₂
（₁₃.₂）

₉₉₇
（₁₅.₄）

₃₇₅
（₅.₈）

₃₉₄
（₆.₁）

₁,₂₅₂
（₁₉.₄）

₂₄₅
（₃.₈）

₄₆₆
（₇.₂）

₂₇₀
（₄.₂）

₂₃₆
（₃.₆） － ₁₉₅

（₃.₀）
₁,₁₈₅

（₁₈.₃）
₆,₄₆₇

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₆ ₈₄₈
（₁₂.₇）

₁,₀₁₁
（₁₅.₂）

₃₃₈
（₅.₁）

₄₂₂
（₆.₃）

₁,₃₄₇
（₂₀.₂）

₂₃₇
（₃.₆）

₄₆₇
（₇.₀）

₃₁₀
（₄.₆）

₂₀₃
（₃.₀） － ₂₂₇

（₃.₄）
₁,₂₅₈

（₁₈.₉）
₆,₆₆₈

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₇ ₉₀₃
（₁₂.₆）

₁,₀₂₆
（₁₄.₃）

₄₂₁
（₅.₉）

₄₀₀
（₅.₆）

₁,₆₀₁
（₂₂.₃）

₂₄₉
（₃.₅）

₄₈₃
（₆.₇）

₃₆₀
（₅.₀） － ₂₁₆

（₃.₀）
₂₃₁

（₃.₂）
₁,₃₀₄

（₁₈.₁）
₇,₁₉₄

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₈ ₉₄₇
（₁₂.₁）

₁,₁₀₉
（₁₄.₁）

₄₄₉
（₅.₇）

₄₅₃
（₅.₈）

₁,₇₈₂
（₂₂.₇）

₂₇₄
（₃.₅）

₅₁₁
（₆.₅）

₄₁₀
（₅.₂）

₂₈₅
（₃.₆） － ₂₃₆

（₃.₀）
₁,₄₀₀

（₁₇.₈）
₇,₈₅₆

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₉ ₉₇₅
（₁₁.₆）

₁,₁₇₄
（₁₃.₉）

₄₈₃
（₅.₇）

₄₈₆
（₅.₈）

₁,₈₉₂
（₂₂.₄）

₂₇₂
（₃.₂）

₅₆₆
（₆.₇）

₃₉₀
（₄.₆）

₂₈₁
（₃.₃） － ₂₈₂

（₃.₃）
₁,₆₃₂

（₁₉.₄）
₈,₄₃₃

（₁₀₀.₀）

₂₀₁₀ ₉₉₁
（₁₁.₄）

₁,₁₉₂
（₁₃.₈）

₅₅₈
（₆.₄）

₄₅₈
（₅.₃）

₁,₉₂₈
（₂₂.₂）

₃₂₁
（₃.₇）

₆₈₂
（₇.₉）

₃₈₃
（₄.₄）

₃₂₇
（₃.₈） － ₂₈₄

（₃.₃）
₁,₅₄₄

（₁₇.₈）
₈,₆₆₈

（₁₀₀.₀）

₂₀₁₁ ₉₇₀
（₁₁.₁）

₁,₂₀₆
（₁₃.₇）

₅₇₄
（₆.₅）

₄₃₉
（₅.₀）

₁,₉₉₁
（₂₂.₇）

₂₉₄
（₃.₄）

₆₉₁
（₇.₉）

₄₁₂
（₄.₇）

₂₉₆
（₃.₄） － ₂₉₅

（₃.₄）
₁,₆₀₇

（₁₈.₃）
₈,₇₇₅

（₁₀₀.₀）

₂₀₁₂ ₉₆₂
（₁₀.₉）

₁,₂₂₁
（₁₃.₉）

₅₉₁
（₆.₇）

₄₆₃
（₅.₃）

₂,₀₁₉
（₂₂.₉）

₃₂₅
（₃.₇）

₆₅₁
（₇.₄）

₃₈₅
（₄.₄）

₃₁₉
（₃.₆） － ₂₈₅

（₃.₂）
₁,₅₈₆

（₁₈.₀）
₈,₈₀₇

（₁₀₀.₀）

₂₀₁₃ ₉₈₀
（₁₀.₉）

₁,₃₃₂
（₁₄.₈）

₅₆₆
（₆.₃）

₅₅₈
（₆.₂）

₁,₉₄₅
（₂₁.₇）

₃₀₇
（₃.₄）

₆₇₁
（₇.₅）

₃₇₀
（₄.₁）

₃₁₄
（₃.₅） － ₂₈₆

（₃.₂）
₁,₆₄₂

（₁₈.₃）
₈,₉₇₁

（₁₀₀.₀）

₂₀₁₄ ₁,₁₁₂
（₁₁.₉）

₁,₃₉₈
（₁₄.₉）

₆₂₂
（₆.₆）

₅₁₃
（₅.₅）

₂,₀₄₉
（₂₁.₉）

₃₀₁
（₃.₂）

₆₅₄
（₇.₀）

₃₄₆
（₃.₇）

₃₂₇
（₃.₅） － ₃₀₂

（₃.₂）
₁,₇₃₀

（₁₈.₅）
₉,₃₅₄

（₁₀₀.₀）

上位₁₀部位について集計した。「－」の登録数はその他に含まれる。




